
AGRIWORK POINTアグリワークポイント

《
着
花
管
理
》

　

今
年
度
産
の
ミ
カ
ン
に
つ

い
て
は
、
管
内
は
順
序
で
い

え
ば
表
年
と
な
り
ま
す
。
近

年
は
、
表
年
か
裏
年
と
い
う

よ
り
も
園
地
内
で
樹
毎
の
バ

ラ
ツ
キ
が
顕
著
と
な
っ
て
お

り
、
ミ
カ
ン
の
樹
の
生
産
性

が
良
く
な
い
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
バ
ラ
ツ
キ
３
～
４

の
樹
が
、
連
年
で
安
定
生
産

で
き
ま
す
。
以
下
の
表
を
参

考
に
「
樹
の
着
花
状
態
に
応

じ
た
管
理
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

《
着
花
の
多
い
樹
》

　

ベ
タ
花
樹
で
は
、
蕾
が
見
え
る
時
期
に
前
年
の
夏

秋
梢
を
ス
ッ
コ
キ
（
全
摘
蕾
全
摘
葉
）
処
理
す
る
こ

と
で
、
処
理
枝
に
発
育
枝
が
発
生
し
、
結
果
母
枝
と

果樹林産センター
小杉 真啓

な
り
ま
す
。
新
葉
５
枚
以
上
の
有
葉
花
は
、
有
葉
花

摘
蕾
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
有
葉
花
摘
蕾
を
行
う
こ

と
で
、
処
理
部
が
翌
年
の
結
果
枝
に
な
り
ま
す
。
摘

蕾
し
な
い
と
長
い
有
葉
花
は
天
成
り
果
な
ど
商
品
性

の
低
い
果
実
に
な
り
や
す
い
で
す
。
秋
に
果
梗
枝
ご

と
除
去
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
摘
蕾
す
る
方
が

隔
年
結
果
是
正
に
も
果
実
品
質
に
も
良
い
と
思
い
ま

す
。

《
着
花
の
少
な
い
樹
》

　

花
の
近
く
の
新
梢
を
芽
か
き
や
摘
芯
し
て
、
早
期

に
新
梢
を
緑
化
さ
せ
る
こ
と
で
生
理
落
果
を
抑
制

し
、
着
果
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
隔
年
結
果
を

是
正
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
着
花
が
多
い
樹
の
管

理
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

《
葉
面
散
布
》

　

新
葉
は
旧
葉
に
比
べ
光
合
成
能
力
が
高
い
た
め
、

新
葉
を
早
期
に
緑
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
着
花
の
多
い

樹
は
樹
勢
維
持
・
回
復
に
、
着
花
の
少
な
い
樹
は
生

理
落
果
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
先
月
に
引
き
続
き

尿
素
５
０
０
倍
な
ど
を
５
～
７
日
置
き
に
３
回
程
度

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

《
病
害
虫
防
除
》

　

今
月
の
防
除
は
、
灰
色
カ
ビ
病
・
訪
花
昆
虫
で
す
。

灰
色
カ
ビ
病
は
、
落
弁
期
の
降
雨
な
ど
に
よ
り
花
弁

が
幼
果
に
付
着
す
る
こ
と
で
発
病
し
、
果
実
に
キ
ズ

が
つ
き
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
五
分
咲
き
期
と
落
弁

期
の
２
回
防
除
を
行
い
ま
す
が
、
花
弁
ふ
る
い
な
ど

耕
種
的
防
除
に
加
え
、
天
候
を
見
て
防
除
時
期
や
回

数
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

　

訪
花
昆
虫
で
は
、
県
病
害
虫
防
除
所
の
発
表
で
カ

メ
ム
シ
の
越
冬
量
が
多
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
園

を
よ
く
観
察
し
、
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
五
分
咲
き
期　

灰
色
カ
ビ
病　

フ
ロ
ン
サ
イ
ド
Ｓ
Ｃ

30

−

14

−

・
落
弁
期

２
５
０
０
倍
（

日

１
回
）

訪
花
昆
虫　

モ
ス
ピ
ラ
ン
Ｓ
Ｌ
液
剤

３
０
０
０
倍
（

日

３
回
）

　
　
　

灰
色
カ
ビ
病　

ナ
リ
ア
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

30

−

２
０
０
０
倍
（

日

３
回
）

み
か
ん開花期を

迎えます

※職員の所属は、３月時点のものです

着花量 スッコキ 有葉花摘蕾 芽かき･摘芯
甚多（ベタ花） ◎ ○ ―

多（バラツキ４） ○ ◎ ―

中（バラツキ３） ― ○ ○

少（バラツキ１～２） ― ― ◎
◎最重要　○重要　―必要なし


